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身近な素材を活用した磁石の性質調べ

八木 隆

子ども達の理科への興味・関心を高めるためには，ねらいに則した教材が必要となる。そこで，

単元「じしゃくのひみつをさがそう」において，手に入れやすい身近な素材を使い，日常生活と関

連づけながら学習できる教材を取り入れた実験を行った。そのことによって児童が，磁石の性質に

ついて実感を伴って理解し，科学的な見方や考え方を自ら構築できるようになった。

［キーワード］ 小学校３年生理科 身近な素材 磁石の性質 話し合い活動

はじめに

苫前町立苫前小学校の児童は，観察や実験

に意欲的に取り組む姿が見られる。また，課

題に対して予想を立てるときには，まず自分

の考えをもち，グループでの話し合いを行う

ことにより，自分の考えを深められるように

なりつつある。

単元「じしゃくのひみつをさがそう」では，

５つの磁石の性質「①磁石が鉄を引きつける」，

「②磁石と鉄の間があいていても鉄を引きつ

ける」，「③同じ極同士は退け合い，違う極同

士は引きつけ合う」，「④磁石はＮ極が北を指

し，Ｓ極が南を指す」，「⑤磁石についた鉄は，

磁石のはたらきを持つようになる」について，

児童が，自分の考えが深まったと実感できる

ように学習展開を工夫した。そのためには，

身近な素材を用いた実験を行い，児童が今ま

で学習した知識を活用して興味をもって取り

組める課題を提示した。

本稿では、単元「じしゃくのひみつをさが

そう」の実践とその成果を示す。

１ 単元について

子ども達が興味・関心をもって磁石の性質

について調べ，観察できるような学習の流れ

について考えた（表１）。

実験に取り組む際には，磁石に対する子ど

も達の気づきや疑問を引き出し，実験への意

欲を持って活動に取り組めるようにした。

表１ 単元の流れ

じしゃくのひみつをさがそう（13時間）

①磁石をいろいろな物に近づけてみる。１・２時

磁石は鉄を引きつける

磁石は磁石と鉄との間があいても，鉄を引きつける

②磁石につく物とつかない物調べ。 ３・４時

磁石につくものとつかないものを予想し仮説を検証する

③磁石同士を近づけたとき、棒磁石を水の上に

浮かべたときの様子を観察する。 ５・６時

同じ極同士は退け合い，違う極同士は引きつけ合う

磁石は，Ｎ極が北を指し，Ｓ極が南を指す

・方位磁針の活用。（太陽やかげの方向の調べ方で学習）

④磁石につけた釘が磁石の働きをもつこと

を確かめる。 ７・８時

磁石についた鉄，磁石の働きをもつようになる

⑤釘だけではなく，クリップも両はしに良

く砂鉄がつく。（研究授業実践） ９時

⑥ 学習したことを生かして 10～13時

・磁石のひみつを利用しておもちゃを作っ

てみよう。

・作ったおもちゃを発表しよう。
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２ 単元の概要

(1) 第１・２時

磁石と身近な物を使って磁石のはたらき

について気づく

身の回りにある物をリストアップし，何が

磁石にくっついて何がつかないのか予想を立

てた。それから，実験を行い「磁石につく物

にはどんなものがあるのか。」を確かめた。そ

の結果，子ども達から「ピカピカ光る物は磁

石につき，プラスチックやゴム，ガラス，紙

などは磁石につかない」という仮説が出た。

(2) 第３・４時

磁石につくものとつかないものを予想し

実験で自分の仮説を検証する

実験を行うとピカピカ光っていても磁石に

つかない物があることがわかった。それは，

予想では磁石につくとおもっていたが，つか

なかった空き缶であった。部分的に，磁石に

つかない空き缶もあった。電気の学習で空き

缶の表面をヤスリで削ると 電気が流れるこ

とを学習していたので，「空き缶の表面に塗料

がぬってあるからつかない」，「塗装をはがし

て磁石をつけると磁石はつく。」と考えた子ど

も達もいた。そこで複数の空き缶の表面を削

り，磁石を近づけてみたが，塗料をはがして

も結果は変わらなかった。子ども達と磁石に

つく空き缶とつかない空き缶に分けているう

ちに，子ども達が缶の材質には「スチール（鉄）」

と「アルミニウム」の２種類あることを見つ

けた。そこで，ピカピカ光る金属には，じし

ゃくにつくものとつかないものがあるのでは

ないか，と考えた。アルミニウムは磁石に近

づけても，磁石につかないことを確かめるた

めに，「アルミニウムでできているものを磁石

○磁石につくもの（仮説）

はさみ，机やイスの脚，あきかん，

画鋲，クリップ，窓のさんなど

（ピカピカ光る物）

図１ 実験の様子

に近づける実験」を行った。実験には，アル

ミホイルと１円玉を用意した。アルミホイピ

ルはカピカ光り，１円玉は子ども達の意識か

らも明らかに金属であるものだが，本当に磁

石につかないことがわかった。金属の中でも

鉄は磁石に良くつくが，アルミニウムはつか

ないことが確かめられ，金属に対する見方が

一歩深まった。

(3)第５・６時

磁石同士を近づけて退け合う引きつけ合

う場合を比較して調べる

磁石同士を近づけたときの様子を調べる実

験では，はじめは２本の棒磁石を手に持って

退け合う，引きつけ合う様子を観察した。そ

れから大きなたらいに水を張り，発泡スチロ

ールの板の上に棒磁石をのせて実験した。水

に浮いた棒磁石に棒磁石を近づけると磁石の

違う極同士は引き合い，同じ極同士は退け合

うことを確かめた。水の上に棒磁石を浮かべ

ると引きつけ合う様子や退け合う様子が観察

しやすいので，子ども達は興味をもって実験

していた（図１）。

次に発泡スチロールの板にのせた棒磁石が

どのような動きをするのか観察した。赤く色

の塗られたＮ極が南の方を向いていた時には
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くるりと反転して北を指すことを観察した。

磁石は形や重さに関係なく，同じ性質である

ことを確かめることが出来た。

(4) 第７・８時

磁石に引きつけられた鉄が磁石のはたら

きを持つことを確かめる

磁石につけた鉄が磁石の働きをもつかどう

かを調べた。大・小の釘，クリップを複数用

意した。中でも小さな釘は良く磁化されてつ

ながってつく様子を観察することができた。

磁石につなげて釘をつけて，磁石を離しても

ついていることから，磁石につく物の中には

磁石の性質をもつようになるものもあること

が確かめられた。

(5) 第９時（研究授業の実践）

磁化されたときの鉄の様子を観察し，磁

石の性質をより深く理解する

授業実践の前の時間までに，棒磁石が物を

よくひきつけるところが両側にあることから，

「極の存在」を確かめ，さらにフェライト磁

石など極のしるしがない磁石にも極があるこ

とも確かめた。マグネットシートを重ね合わ

せてずらすとつく所とつかない所があること

から，極の配列が異なることも確かめた。

クリップに磁石をつけると，「クリップのど

こが磁化されるのか」予想を立てた。自力で

予想を立てて，その後グループでの話し合い

活動を行った。グループでの話し合いでは，

自分の立てた予想を発表し，「なぜそのように

考えたのか？」について話し合い学級全体で

交流した。

(6) 第10～13時

工夫しておもちゃを作ることでにより，

磁石の秘密をより深く理解する

学習をしたことを生かしてのおもちゃ作り

では，棒磁石，フェライト磁石２つ，工作用

紙を準備して，ワニのおもちゃ（図２）を製

作した。その後，磁石の性質を使ったおもち

ゃ作りをして交流会を行った。ダーツやカー

レース，魚釣り，パタリンチョウなど磁石の

性質を利用したおもちゃ作りを行い，遊びの

体験を通じて子供たちの磁石の性質にかかわ

る理解がさらに深められた

。

３ 研究授業

(1) 本時の目標

○磁石の性質をもとに，磁石についた鉄

のどこが磁化されたのかについて考え

ることできる。

○磁石つけたクリップの両はしが磁石の

性質をもつことがわかる。

(2) 本時の展開

表２ 本時の展開

ア 課題解決の場面 予想をたてる（個）

既習した学習知識からクリップのどこが

磁化されたのかを一人一人が考えた。

前時に磁石に釘をつけたときに釘の先に

図２ わにのおもちゃ
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良く砂鉄がついた。そこで「Ｂ」に砂鉄が

良くつくと予想を立てた児童が多かった。

イ グループの話し合い

グループでの話し合いでは，「Ａの部分が

磁石についているのでＡに砂鉄がつくので

はないか。」「釘は両端に砂鉄がついていた

ので，クリップも両端につくのでは？」上

記の２つの意見にわかれた。

ウ たしかめる

実際に実験をしてみると「Ａ」と「Ｂ」

の部分に良く砂鉄がついたのがわかった。

図３ 児童の予想

図４ 予想をたてる場面

図５ グループでの話し合い

エ 研究授業の成果と課題

○クリップに磁石を近づけ，どこが磁化さ

れるのか詳しく注目することで，意欲的

に予想を立て実験を行うことにつながっ

た。

○クリップへの磁石のつけ方によってはク

リップ全体に砂鉄がついてしまったり，

砂鉄のつく量が少なく観察しづらかった

ので，実験方法や材料の準備に改善する

必要がある。

おわりに

ふで箱，ランドセルの留め具，黒板や冷蔵

庫に張る磁石など，子ども達の身の回りには

多くの磁石が使われている。磁石同士がつく

ことや金属につくことは，子ども達は日常経

験からよく知っている。そこで，磁石につく

物とつかない物を，物の質に着目して比較さ

せ，物質に対する考えが深まるようにした。

また，問題解決の過程を重視した学習を行い，

自分の考えを確かめるための実験をし，考え

や結果を友達と伝え合うことで，仲間と共に

学ぶ喜びを味わえるよう心がけた。

実験の材料を十分に準備し，個々の子ども

が自分の考えに沿った実験をできるようにす

ることで，子ども達の科学的に考える力や実

験への意欲と技能を高め，磁石の性質につい

ての理解を深めることができた。

（やぎ たかし 平成18年度理科課題研修員

苫前町立苫前小学校）

図６ 確かめの実験のようす


